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ご
み
の
現
状
を
知
り
、
正
し
い
分
別
を

ごみの分別に関心を持って
　
毎
日
、何
気
な
く
捨
て
て
い
る「
ご

み
」。
私
た
ち
は
ど
の
く
ら
い
の
量

を
捨
て
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
青
森
県
全
体
の
ご
み
排
出
量
（
平

成
26
年
度
）
は
、
５
１
７
万
３
８
４

ト
ン
。
県
民
１
人
１
日
当
た
り
に
換

算
す
る
と
、
１
０
４
６
グ
ラ
ム
で
、

全
国
ワ
ー
ス
ト
３
位
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
鶴
田
町
の
ご
み
の
排
出
量
（
平
成

26
年
度
）
は
、
３
８
５
３
ト
ン
（
前

年
度
比
１
３
６
ト
ン
減
）
で
、
町
民

１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
１
日

７
６
２
グ
ラ
ム（
年
間
２
７
８
キ
ロ
）

排
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
内
40
市
町
村
中
で
は
、
少
な
い
方

か
ら
５
位
（
平
成
26
年
度
）
と
な
っ

て
お
り
、他
市
町
村
と
比
較
す
る
と
、

当
町
の
ご
み
の
排
出
は
抑
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
出
し
た

ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
、
平
成
26

年
度
は
、
１
億
２
２
８
９
万
円
の
費

用
が
か
か
り
ま
し
た
。
こ
の
費
用
を

町
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

年
間
８
８
６
７
円
に
な
り
ま
す
。
ご

み
処
理
に
か
か
る
お
金
は
、
皆
さ
ん

の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
の
基
本
は
、「
ご
み

に
な
る
も
の
を
減
ら
す
」、「
物
を
繰

り
返
し
使
う
」、「
資
源
と
し
て
再
び

利
用
す
る
」
こ
と
で
す
。
こ
の
３
つ

を
実
践
す
る
だ
け
で
ご
み
の
減
量
に

■鶴田町民と青森県民 1 人 1 日当たりのごみ排出量（g）

つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
し
て
最
も
大
切
な
の
が
、
分
別

で
す
。
分
別
さ
れ
た
ご
み
は
そ
れ
ぞ

れ
の
区
分
に
応
じ
て
処
理
さ
れ
ま

す
。
分
別
は
、
ご
み
の
種
類
に
よ
り

分
か
り
に
く
い
も
の
も
あ
り
、
面
倒

に
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
ご
み
の
中
に
は
、

紙
製
品
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、カ
ン
、

ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
、

こ
れ
ら
は
新
た
な
資
源
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。
分
別
が
不
十
分
だ

と
、
不
適
切
な
も
の
を
取
り
除
く
の

に
手
間
が
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
汚

れ
が
つ
い
た
も
の
は
資
源
化
で
き

ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
悪
影
響
を
与
え

ま
す
。

　
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
正
し
く
分
別

す
る
こ
と
で
、
今
以
上
に
ご
み
を
減

量
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
エ
コ

運
動
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
ご
み
に
関
心
を
持
ち
、

正
し
い
分
別
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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■鶴田町と青森県のリサイクル率（%）

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26

鶴田町 11.9 14.9 16.9 18.6 19.6 19.3

青森県 12.9 12.9 13.6 14.2 13.7 13.5
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町のごみ処理の流れを見てみましょう

可燃ごみ

焼　却

焼却灰

グリーンフィル小坂（株）

埋立処分場（町）

リサイクル業者（民間）

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

陶
磁
器
く
ず

木
く
ず

資源ごみ
小型家電

資源ごみ
古紙

粗大ごみ

選別・破砕選別・圧縮・梱包

資源ごみ
かん、びん
ペットボトル

選別・破砕・圧縮・梱包

不燃ごみ
鉄くず、ゴム類
ガラス・陶磁器

資源ごみ
プラスチック類

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

瓶
３
色

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
・

乾
電
池
・
蛍
光
管
・

ガ
ス
・
ス
プ
レ
ー
缶

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス

せ
と
も
の
な
ど

不燃残渣 危険物

（秋田県小坂町）
エコシステム秋田（株）

（秋田県大館市） 三菱マテリアル青森工場（東通村）

（
無
色・茶
色・そ
の
他
）

西北五環境整備
事務組合 

西部クリーンセンター
（株）須郷土木 （有）西北五クリーン社

△プラスチックを破砕△燃焼施設△埋立処分場 △破砕後に燃焼して資源化

青矢印：中間処理なし 　 黒矢印：中間処理あり
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△プラスチックはリサイクルに回すため、リ
サイクルに適さない混入物や汚れがひどい
ものを作業員が手作業で取り除きます。

△選別されたプラスチックは、機械で圧縮・
梱包した後で、再生工場に運ばれ、セメン
トの原燃料としてリサイクルされます。

ご
み
の
選
別
に
は
か
な
り
の
手
間
が
か
か
っ
て
い
ま
す

（例）食べ物が混入

※これらはリサイクルに回せません!!
（例）汚れがひどいもの

プラスチック類の選別作業

特集「ごみの分別に関心を持って」

△中身が入ったままの瓶が混入
していることもあります。

缶・瓶・ペットボトルの選別作業

～
資
源
ご
み
の
例
～

  
　中身を使い切り、汚れて
いる場合は軽く水洗いする
か拭き取るなどして、きれ
いな状態で出してください。
　汚れがひどいものや分別
基準に該当しないものが混
入すると、不適合物として
リサイクル業者に引取を拒
否されてしまうため、分別
と洗浄にご協力ください。

△運び込まれた缶、瓶、ペットボトルには、ふたが付いていたり、
中身が入っているものが含まれているため、手作業で選別します。

       西北五クリーン社
　    鶴田作業所（廻堰）

ペットボトルや瓶は、この作業所で選別・圧縮・梱包
等をされ、リサイクル工場に運ばれていきます。

圧縮・梱包されたペットボトル 選別された瓶を集積
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　私たちの会社では、プラスチック類や不燃ごみを
手作業で選別していますが、汚れがひどいものや分
別がされていないものが多く含まれています。
　プラスチック類はリサイクルに回しますが、汚れ
がひどいものはリサイクルできません。汚れが付い
ているプラスチック類は水で洗って汚れを落として
からごみに出すか、汚れが落ちないものは燃えるご
みとして出してもらいたいです。他にも、本来は燃
えるごみの袋に入れるものなのですが、燃えないご
みの袋の中に消費期限の切れた食品や、残飯や割り
箸を入れたままの弁当の容器、また、不燃ごみの袋に、
瓶詰めされた食品や、動物の糞尿などが入っている
こともあります。それらは全て作業員が手で選別し
ているので本当に困っています。
　ごみの分別は面倒かもしれませんが、捨てる前に
一度、ごみの中身や汚れを確認してみてください。
分別をしっかり行うことで、リサイクル率も上がり、
確実にごみの減量につながります。

  須郷  守夫  さん

(株)須郷土木

　鶴田町は県内でもごみの排出量が少なく、リサイ
クル率も高く、ごみ処理について優秀な自治体だと
感じています。私は約20年間、この仕事に携わって
いますが、昔に比べると、鶴田町の皆さんのごみに
対する意識は良い方向に変わってきたと思います。
　鶴田町は県内で一番最初に、５分別（燃えるごみ
と燃えないごみに加え、缶、瓶、ペットボトル）に
取り組んだ町です。それ以降も、小型家電の回収や
食品ロスなど、ごみについての先進的な取り組みを
他の自治体よりも早く進めてきました。
　ごみの分別を間違ってしまうのは仕方がないこと
ですが、皆さんの出したごみには「人の手」が加わ
っていることを分かってもらいたいです。日頃、何
気なく皆さんが捨てているごみですが、ごみの選別
や処理には全て人が関わっています。
　青森県全体のごみに対する意識は他県と比較する
と遅れていると思いますが、鶴田町からごみに対す
る意識の高さを発信していきたいですね。

  齋藤 　誠  さん

(有)西北五クリーン社

ごみには人の手が
加わっていることを
知ってほしいです

捨てる前に一度、
ごみの中身や汚れを
確認してください

まだ使える衣類はリサイクルしましょう！

■問い合わせ先：町民生活課 くらしの窓口班　TEL：0173（22）2111（内線 151）

　西北五クリーン社鶴田営業所内に設置している古紙リサイクルセンターでは、
衣類の回収も行っています。「まだ着られるけど、ごみに出すしかない」と思う
ような衣類がありましたら、ぜひご活用ください。

●回収場所 ( 黄色と青ののぼりが目印です（右下図）)
( 有 ) 西北五クリーン社鶴田営業所（菖蒲川字前田 142 の 3）
TEL：0173（22）2011　午前８時〜午後４時（12 月 31 日〜１月３日を除く）

・洗濯するなどして汚れを落としてください。ただし、クリーニングした後、
  一度も着用していないなど、汚れていないものはそのままで結構です。
・ハンガーは回収できませんので外してください。
・火災などの不慮の事故を防ぐため、出す前に、ポケット等の中にライターなどの燃えるものが
  入っていないか必ず確認してください。
・万が一、回収した衣類の中に貴重品が入っていた場合でも返却することができませんので、
  出す前に、ポケット等の中に貴重品が入っていないか必ず確認してください。
・中身が確認できる透明な袋に入れて、雨などが入らないように口をしばって出してください。
・できるだけ衣類・服飾雑貨と布類は分けて、それぞれ別々にまとめて袋に入れてください。

●古紙リサイクルセンターへの衣類の出し方

△のぼり

△回収場所

※回収できない衣類もありますので、ご不明な点は下記までお問い合わせください。


